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に
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
に

下
記
の
制
度
を
規
定
し
、
制
度
を

実
施
し
た
場
合
（
1
事
業
主
に
つ

き
1
回
限
り
）

実施する制度 助成額
65歳への定年引き上げ 100万円
66歳以上への定年引き上げまたは定
年の定めを廃止 120万円

希望者全員を66歳～69歳まで継続雇
用する制度の導入 60万円

希望者全員を70歳以上まで継続雇用
する制度の導入 80万円

※ 複数の制度を合わせて導入した場合は、最も高い額
のみ支給
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2「
市
役
所
職
員
を
名
乗

る
還
付
金
詐
欺
」
に

注
意
！

市
職
員
が
電
話
で
、
還
付
金
の
手

続
き
を
催
促
し
た
り
、
A
T
M
の

操
作
を
指
示
し
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
決
し
て
一
人
で
判

断
せ
ず
に
、
家
族
や
周
囲
の
人
に

相
談
し
て
、
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い

内
の
一
戸
建
て
木
造
住
宅
●
階
数

が
2
階
建
て
以
下
●
延
べ
床
面
積

が
500
㎡
以
下
●
申
込
者
が
当
該
住

宅
を
所
有
し
て
い
る
●
昭
和
56
年

5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も

の　

※
プ
レ
ハ
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住
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枠
組
壁

工
法
住
宅
は
除
く
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築
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福　

祉

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福

祉
資
金
の
貸
付
制
度

C
母
子
・
父
子
・
寡
婦
世
帯
の
児

童
と
そ
の
保
護
者
、
父
母
の
い
な

い
児
童
と
そ
の
保
護
者

 

貸
付
限
度
額 

表
の
と
お
り
（
無
利

子
）

就学支度資金：入学金、教科書代、制服費など
が対象 （単位：円）

区分 自宅通学 自宅外通学
小学校 40,600 40,600
中学校 47,400 47,400

高校・高専・専修
学校（高等課程）

国公立 150,000 160,000
私立 410,000 420,000

大学・短大・専修
学校（専門課程）

国公立 370,000 380,000
私立 580,000 590,000

専修学校（一般課程） 150,000 160,000

修業施設 中学卒業 75,000 85,000
高校卒業 90,000 100,000
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防
災
メ
モ　
「
火
山
の

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
」

胆
振
地
方
の
有
珠
山
・
樽
前
山
・

倶く
っ

多た

楽ら

は
常
時
観
測
火
山
で
、
火

山
活
動
を
24
時
間
体
制
で
常
時
観

測
・
監
視
し
て
お
り
、
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、
レ
ベ

ル
5
は
「
避
難
」、
レ
ベ
ル
4
は

「
避
難
準
備
」、
レ
ベ
ル
3
は
「
入

山
規
制
」、
レ
ベ
ル
2
は
「
火
口

周
辺
規
制
」、
レ
ベ
ル
1
は
「
活

火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
」
で
す
。

取
る
べ
き
行
動
は
、
気
象
庁
HP
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

火
山
が
噴
火
し
た
と
き
は
火
山
灰

が
降
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
火
山

灰
が
目
に
入
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

た
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
ゴ
ー
グ

ル
や
マ
ス
ク
な
ど
に
よ
る
防
護
や
、

外
出
を
控
え
る
な
ど
の
行
動
を
取

っ
て
く
だ
さ
い
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診
断

 

対
象
住
宅 

次
の
条
件
を
満
た
す
市

ポイント
５００

修学資金（月額）：授業料、教材費、交通費などが
対象 （単位：円）

区分 自宅通学 自宅外通学
高校・専修学校
（高等課程）

国公立 27,000 34,500
私立 45,000 52,500

高専 国公立 31,500 33,750
私立 48,000 52,500

短大・専修学校
（専門課程）

国公立 67,500 76,500
私立 79,500 90,000

大学 国公立 67,500 76,500
私立 81,000 96,000

専修学校（一般課程） 48,000 48,000

 

返
済
期
間 

卒
業
後
6
カ
月
据
え
置

き
20
年
以
内
（
専
修
学
校
の
一
般

課
程
は
卒
業
後
6
カ
月
据
え
置
き

5
年
以
内
）

 

申
請
期
間 

●
就
学
支
度
資
金
＝
合

格
通
知
が
届
い
て
か
ら
3
月
末
日

ま
で
●
修
学
資
金
＝
随
時
（
両
資

金
と
も
に
申
請
前
要
相
談
）　

※

現
在
貸
し
付
け
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
で
、
29
年
度
も
継
続
す
る

場
合
は
4
月
末
日
ま
で
に
申
請

（
用
紙
は
こ
ど
も
支
援
課
で
配
布
）、

継
続
し
な
い
方
は
胆
振
総
合
振
興

局
に
連
絡
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催
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座

ス
ポ
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ツ
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